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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ボルト頭部と、前記ボルト頭部に隣接し、雄ねじが形成された軸部と、を有するボルト

と、

　多角形の外面と、軸方向に貫通するアウターナット孔と、を有するアウターナットと、

　円筒形で、スリーブ孔が形成されたバルブスリーブと、

　円筒部と、前記円筒部の一端部に形成されたナット頭部と、軸方向に延び、内側の一部

に雌ねじが形成されたインナーナット孔と、を有するインナーナットと、を備え、

　前記バルブスリーブの外周に、外周方向に延びる複数の外周溝が形成され、

　前記ボルトの前記軸部は、前記インナーナットの前記インナーナット孔に挿入すること

ができ、前記ボルトの前記雄ねじは、前記インナーナット孔の前記雌ねじに螺合すること

ができ、

　前記インナーナットの前記円筒部は、前記バルブスリーブの前記スリーブ孔内に挿入可

能で、前記円筒部の先端部は前記アウターナットのアウターナット孔内に回転しないよう

に挿入可能であり、

前記バルブスリーブは、第１円筒部と、第２円筒部に向かって次第に肉厚が薄くなる第１

テーパ部と、前記第１円筒部より肉厚が薄い前記第２円筒部と、前記第２円筒部から次第

に肉厚が厚くなる第２テーパ部と、前記第２円筒部より肉厚が厚い第３円筒部と、を有し

、

前記バルブスリーブは、前記第１円筒部と前記第１テーパ部との間に、前記第１円筒部よ
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り 肉 厚 が 薄 い 円 筒 形 の 第 １ 円 筒 薄 肉 部 を 有 し 、

前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 前 記 複 数 の 外 周 溝 は 、 前 記 第 １ 円 筒 薄 肉 部 か ら 前 記 第 １ テ ー パ 部 ま

で の 外 周 に 形 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト で あ っ て 、

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 前 記 第 １ 円 筒 部 と 、 前 記 第 ２ 円 筒 部 と 、 前 記 第 ３ 円 筒 部 と の 外 径

は 同 じ で あ る ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト で あ っ て 、

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ は 、 前 記 第 ２ テ ー パ 部 と 前 記 第 ３ 円 筒 部 と の 間 に 、 前 記 第 ３ 円 筒 部

よ り 肉 厚 が 薄 い 円 筒 形 の 第 ３ 円 筒 薄 肉 部 を 有 す る ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト で あ っ て 、

　 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト の 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 は 、 断 面 が 多 角 形 で あ り 、

　 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記 円 筒 部 は 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 と 、 前 記 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 に 隣

接 す る 円 筒 形 の ナ ッ ト 円 筒 部 と を 有 し 、

　 前 記 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 に は 、 外 周 方 向 に 等 間 隔 で 、 軸 方 向 に 延 び る ス ラ イ ド 平 面 が 形 成

さ れ 、 前 記 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 は 、 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 の 多 角 形 の 内 面 に 挿 入 す る と 、 前

記 ス ラ イ ド 平 面 は 、 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト の 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 の 多 角 形 の 内 面 に 当 接 す

る ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 及 び 締 結 構 造 に 関 す る 。 特 に 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 板

厚 に よ ら ず 同 等 の 締 結 荷 重 で 締 結 す る こ と が で き る ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 及 び 締 結 構 造 に 関 す

る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ス リ ー ブ 及 び ス リ ー ブ の 一 端 の リ ベ ッ ト 頭 部 か ら な る 中 空 の 金 属 製 リ ベ ッ ト 本 体 と 、 リ

ベ ッ ト 本 体 の 貫 通 孔 を 通 っ て 軸 部 が 延 び 出 る 金 属 製 マ ン ド レ ル と を 備 え る ブ ラ イ ン ド リ ベ

ッ ト は 良 く 知 ら れ て い る 。 ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト は 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 を 一 方 の 側 か ら

だ け の 作 業 で 結 合 で き る と い う 利 点 が あ る 。

　 ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト の リ ベ ッ ト 本 体 は 、 一 端 部 に 形 成 さ れ た リ ベ ッ ト 頭 部 と 、 リ ベ ッ ト

頭 部 か ら 延 び る 筒 状 の 中 空 ス リ ー ブ と を 有 す る 。 ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト の マ ン ド レ ル は 、 ス

リ ー ブ の 内 径 よ り 大 径 の 頭 部 と 、 頭 部 か ら 延 び る 細 長 い 軸 部 と を 有 す る 。 マ ン ド レ ル の 頭

部 は 、 リ ベ ッ ト 頭 部 と は 反 対 側 の ス リ ー ブ の 一 端 部 に 隣 接 配 置 さ れ 、 軸 部 が リ ベ ッ ト 本 体

の 貫 通 孔 に 挿 入 さ れ 、 リ ベ ッ ト 頭 部 か ら マ ン ド レ ル の 軸 部 が 延 び 出 る よ う に 組 立 て ら れ る

。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 組 立 て ら れ た ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト を マ ン ド レ ル の 頭 部 を 先 頭 に し て 、 パ ネ ル 等 の 被 取 付

部 材 の 取 付 孔 と 、 パ ネ ル 等 に 取 り 付 け ら れ る 装 飾 部 品 等 の 取 付 部 材 の 取 付 孔 に 挿 入 し 、 リ

ベ ッ ト 頭 部 を 取 付 部 材 の 取 付 孔 の 周 囲 に 当 接 さ せ る 。 こ の 状 態 で 、 リ ベ ッ ト 頭 部 を 締 結 工

具 で 保 持 し て 、 マ ン ド レ ル の 軸 部 を 把 持 し て リ ベ ッ ト 頭 部 側 か ら 強 く 引 き 抜 く と 、 リ ベ ッ

ト 本 体 の ス リ ー ブ の 一 端 部 が 拡 径 す る よ う に 変 形 し 、 マ ン ド レ ル は 軸 部 の 細 い 破 断 可 能 部

で 破 断 す る 。 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 は 、 リ ベ ッ ト 頭 部 と 、 ス リ ー ブ の 拡 径 し た 拡 径 部 の 間

に 締 結 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 従 来 の ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト は 、 マ ン ド レ ル の 軸 部 を 強 い 力 で 引 張 り 、 細 い 破 断 可 能 部 を

破 断 す る た め 、 専 用 の 締 結 工 具 が 必 要 で あ る 。 マ ン ド レ ル が 破 断 す る 時 の 荷 重 が 一 定 せ ず

、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 締 結 状 態 が 安 定 し な い こ と が あ っ た 。
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　 そ の た め 、 締 結 工 具 で マ ン ド レ ル を 破 断 し な い 締 結 具 も 用 い ら れ る よ う に な っ た 。 こ の

よ う な 締 結 具 で あ る ブ ラ イ ン ド ボ ル ト は 、 頭 部 と 、 雄 ね じ と を 有 す る ボ ル ト と 、 リ ベ ッ ト

頭 部 と 、 ボ ル ト の 雄 ね じ と 螺 合 す る 雌 ね じ が 形 成 さ れ た ス リ ー ブ と を 有 す る リ ベ ッ ト 本 体

と を 備 え る 。 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト は 、 ボ ル ト を 回 転 さ せ て 雄 ね じ を ス リ ー ブ の 雌 ね じ に 係 合

さ せ て い く こ と に よ り 、 ス リ ー ブ が リ ベ ッ ト 頭 部 側 に 引 き 付 け ら れ て 拡 径 し 、 リ ベ ッ ト 頭

部 と 拡 径 し た ス リ ー ブ と の 間 に 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 が 挟 ま れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 １ は 、 ボ ル ト と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト と 、 バ ル ブ ス リ ー ブ と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト と を

備 え る ブ ラ イ ン ド ボ ル ト を 開 示 す る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト に は 、 断 面 が 六 角 形 の ア ウ タ ー ナ ッ

ト 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 バ ル ブ ス リ ー ブ は 、 円 筒 形 で ス リ ー ブ 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 イ ン

ナ ー ナ ッ ト は 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 が 形 成 さ れ た ナ ッ ト 円 筒 部 と 、 ナ ッ ト 頭 部 と を 有 す る 。

　 ボ ル ト の 雄 ね じ は 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 の 雌 ね じ に 螺 合 す る 。 イ ン ナ ー ナ ッ ト の ナ ッ ト 円

筒 部 は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト に 対 し て 軸 方 向 に ス ラ イ ド す る が 、 回 転 し な い よ う に 支 持 さ れ る

。 バ ル ブ ス リ ー ブ は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト の ナ ッ ト 頭 部 の 段 部 と の 間 に 保

持 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 特 許 文 献 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト を 取 り 付 け る に は 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 取 付 孔 に ブ

ラ イ ン ド ボ ル ト を 挿 入 し 、 ボ ル ト を 回 転 さ せ る と 、 バ ル ブ ス リ ー ブ は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト と

、 イ ン ナ ー ナ ッ ト の ナ ッ ト 頭 部 の 段 部 と の 間 で 軸 方 向 に 圧 縮 さ れ て 拡 径 す る 。 被 取 付 部 材

と 取 付 部 材 は 、 拡 径 し た 拡 径 部 と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト と の 間 に 挟 ま れ て 締 結 さ れ る 。

　 特 許 文 献 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト は 、 ボ ル ト 締 結 用 の 電 動 工 具 を 使 用 し て 、 片 側 か ら の 作

業 で ブ ラ イ ン ド ボ ル ト を 取 り 付 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 特 許 文 献 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト は 、 あ る 程 度 の 板 厚 の 範 囲 の 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 を 締

結 す る こ と が で き る 。 し か し 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 板 厚 に よ り 、 締 結 荷 重 （ 圧 着 力 ）

に 差 が 生 じ る 。 一 般 的 に は 、 板 厚 の 厚 い も の と 、 板 厚 の 薄 い も の と を 同 等 の 導 入 軸 力 で 締

結 す る と 、 板 厚 の 厚 い も の を 締 結 す る 場 合 よ り 、 板 厚 の 薄 い も の を 締 結 す る 場 合 の 方 が 、

締 結 荷 重 （ 圧 着 力 ） は 低 く な る 。 そ の た め 、 取 付 け 強 度 が 必 要 な 部 品 や 構 造 物 の 取 付 け に

は 、 あ ま り 使 用 さ れ て こ な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 他 の 従 来 の ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト と し て 、 ボ ル ト と 、 管 状 部 材 と を 備 え る ブ ラ イ ン ド リ ベ

ッ ト も あ る 。 管 状 部 材 は 、 頭 部 と 、 管 状 部 と 、 雌 ね じ が 形 成 さ れ た 端 部 と を 有 す る 。 管 状

部 材 の 雌 ね じ に 、 ボ ル ト の 雄 ね じ を 螺 合 さ せ て 、 管 状 部 材 を 軸 方 向 に 圧 縮 し 、 管 状 部 を 拡

径 さ せ て 拡 径 部 を 形 成 す る 。

　 し か し 、 こ の よ う な ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト の 管 状 部 材 は 、 拡 径 す る 部 分 と 、 雌 ね じ が 形 成

さ れ 拡 径 す る 部 分 を 圧 縮 す る た め 雌 ね じ が 形 成 さ れ た 端 部 と の 両 方 を 有 す る 。 管 状 部 材 は

、 拡 径 さ せ る た め 柔 ら か い 金 属 で 作 成 す る 必 要 が あ り 、 同 時 に 雌 ね じ が 変 形 し な い よ う に

強 い 金 属 で 作 成 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 管 状 部 材 の 雌 ね じ は 強 い 力 に 耐 え ら れ な い 。

そ の た め 、 強 い 締 結 荷 重 で 締 結 す る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の よ う に 、 従 来 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト は 、 締 結 工 具 を 使 用 し て マ ン ド レ ル を 破 断 す る こ

と な く 、 市 販 の ボ ル ト 締 結 用 の 電 動 工 具 を 用 い て 、 片 側 か ら の 作 業 で 、 ボ ル ト を ね じ 込 む

こ と に よ り 拡 径 部 を 形 成 し て 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。

　 し か し 、 特 許 文 献 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト は 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 板 厚 に よ り 、 締 結

荷 重 に 差 が 生 じ る と い う 問 題 が あ る 。

　 他 の ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト は 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 を 強 い 締 結 荷 重 で 締 結 す る こ と が で

き な い と い う 問 題 が あ る 。

　 そ の た め 、 強 い 締 結 荷 重 で 締 結 す る こ と が で き 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 板 厚 に よ り 、

締 結 荷 重 に 差 が 生 じ な い ブ ラ イ ン ド ボ ル ト が 求 め ら れ て い た 。

【 先 行 技 術 文 献 】
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【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ７ ‐ １ ２ ０ ０ ９ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 板 厚 に よ ら ず 同 等 の 強 い 締 結 荷 重 で

締 結 す る こ と が で き る ブ ラ イ ン ド ボ ル ト を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト は 、 ボ ル ト と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト と

、 バ ル ブ ス リ ー ブ と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト と の ４ 部 品 を 備 え る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト に 対 し て 、 イ

ン ナ ー ナ ッ ト は ス ラ イ ド す る こ と が で き る が 、 回 転 は す る こ と が で き な い 。 ボ ル ト の 雄 ね

じ を イ ン ナ ー ナ ッ ト の 雌 ね じ に 螺 合 さ せ て い く と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト の

ナ ッ ト 頭 部 と の 間 で 、 バ ル ブ ス リ ー ブ が 押 圧 さ れ 、 拡 径 部 が 形 成 さ れ る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト

と バ ル ブ ス リ ー ブ の 拡 径 部 と の 間 に 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 が 挟 ま れ て 締 結 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 ボ ル ト 頭 部 と 、 前 記 ボ ル ト 頭 部 に 隣 接 し 、 雄 ね じ が 形 成 さ れ た

軸 部 と 、 を 有 す る ボ ル ト と 、

　 多 角 形 の 外 面 と 、 軸 方 向 に 貫 通 す る ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 と 、 を 有 す る ア ウ タ ー ナ ッ ト と 、

　 円 筒 形 で 、 ス リ ー ブ 孔 が 形 成 さ れ た バ ル ブ ス リ ー ブ と 、

　 円 筒 部 と 、 前 記 円 筒 部 の 一 端 部 に 形 成 さ れ た ナ ッ ト 頭 部 と 、 軸 方 向 に 延 び 、 内 側 の 一 部

に 雌 ね じ が 形 成 さ れ た イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 と 、 を 有 す る イ ン ナ ー ナ ッ ト と 、 を 備 え 、

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 外 周 に 、 外 周 方 向 に 延 び る 複 数 の 外 周 溝 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 ボ ル ト の 前 記 軸 部 は 、 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 に 挿 入 す る こ と

が で き 、 前 記 ボ ル ト の 前 記 雄 ね じ は 、 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 の 前 記 雌 ね じ に 螺 合 す る こ と

が で き 、

　 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記 円 筒 部 は 、 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 前 記 ス リ ー ブ 孔 内 に 挿 入 可

能 で 、 前 記 円 筒 部 の 先 端 部 は 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 内 に 回 転 し な い よ う

に 挿 入 可 能 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る ブ ラ イ ン ド ボ ル ト で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト は 、 ボ ル ト と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト と 、 バ ル ブ ス リ ー ブ と 、 イ ン ナ ー ナ ッ

ト と の ４ 部 品 を 備 え 、 ４ 部 品 で ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 を 構 成 す る 。 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組

立 体 を 被 取 付 部 材 、 取 付 部 材 の 取 付 孔 に 一 方 の 側 か ら 挿 入 し 、 ボ ル ト の 雄 ね じ を イ ン ナ ー

ナ ッ ト の 雌 ね じ に 螺 合 さ せ て い く と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト と イ ン ナ ー ナ ッ ト の ナ ッ ト 頭 部 と の

間 で 、 バ ル ブ ス リ ー ブ が 両 端 か ら 押 圧 さ れ て 拡 径 し 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト と 拡 径 部 と の 間 に 、

被 取 付 部 材 、 取 付 部 材 を 締 結 す る こ と が で き る 。

　 バ ル ブ ス リ ー ブ の 外 周 に 、 外 周 方 向 に 延 び る 複 数 の 外 周 溝 が 形 成 さ れ て い る と 、 被 取 付

部 材 、 取 付 部 材 の 板 厚 に よ り 、 何 れ か の 外 周 溝 が 被 取 付 部 材 の 表 面 近 く に 位 置 し 、 外 周 溝

の 部 分 か ら 、 バ ル ブ ス リ ー ブ が 変 形 し て 、 被 取 付 部 材 の 表 面 に 密 着 し て 拡 径 部 を 形 成 す る

こ と が で き る 。

　 そ の た め 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト で 強 い 締 結 荷 重 で 締 結 で き る 被 取 付 部 材 、 取 付 部 材 の 板 厚

の 範 囲 を 広 く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ は 、 第 １ 円 筒 部 と 、 第 ２ 円 筒 部 に 向 か っ て 次 第 に 肉 厚 が 薄 く な る 第

１ テ ー パ 部 と 、 前 記 第 １ 円 筒 部 よ り 肉 厚 が 薄 い 前 記 第 ２ 円 筒 部 と 、 前 記 第 ２ 円 筒 部 か ら 次

第 に 肉 厚 が 厚 く な る 第 ２ テ ー パ 部 と 、 前 記 第 ２ 円 筒 部 よ り 肉 厚 が 厚 い 第 ３ 円 筒 部 と 、 を 有

す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 バ ル ブ ス リ ー ブ が 、 第 １ 円 筒 部 と 、 第 １ テ ー パ 部 と 、 肉 厚 が 薄 い 第 ２ 円 筒 部 と 、 第 ２ テ
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ー パ 部 と 、 第 ３ 円 筒 部 と 、 を 有 す る と 、 軸 方 向 中 央 部 の 第 ２ 円 筒 部 が 拡 径 し や す く 、 安 定

し た 形 状 の 拡 径 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 前 記 第 １ 円 筒 部 と 、 前 記 第 ２ 円 筒 部 と 、 前 記 第 ３ 円 筒 部 と の 外 径

は 同 じ で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 バ ル ブ ス リ ー ブ の 第 １ 円 筒 部 と 、 第 ２ 円 筒 部 と 、 第 ３ 円 筒 部 と の 外 径 が 同 じ で あ り 、 内

径 に よ り 肉 厚 を 変 え て い る と 、 バ ル ブ ス リ ー ブ は 一 定 の 外 径 な の で 、 被 取 付 部 材 、 取 付 部

材 の 取 付 孔 に 挿 入 し や す い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ は 、 前 記 第 １ 円 筒 部 と 前 記 第 １ テ ー パ 部 と の 間 に 、 前 記 第 １ 円 筒 部

よ り 肉 厚 が 薄 い 円 筒 形 の 第 １ 円 筒 薄 肉 部 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 バ ル ブ ス リ ー ブ が 、 第 １ 円 筒 部 と 第 １ テ ー パ 部 と の 間 に 、 第 １ 円 筒 部 よ り 肉 厚 が 薄 い 第

１ 円 筒 薄 肉 部 を 有 す る と 、 バ ル ブ ス リ ー ブ の 拡 径 部 形 成 時 に 発 生 す る 第 １ 円 筒 薄 肉 部 の 内

方 へ の 張 り 出 し を 少 な く す る こ と が で き 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト と バ ル ブ ス リ ー ブ の 接 触 を 少 な

く し 、 摩 擦 に よ る 圧 着 力 低 下 を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ は 、 前 記 第 ２ テ ー パ 部 と 前 記 第 ３ 円 筒 部 と の 間 に 、 前 記 第 ３ 円 筒 部

よ り 肉 厚 が 薄 い 円 筒 形 の 第 ３ 円 筒 薄 肉 部 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 バ ル ブ ス リ ー ブ が 、 第 ２ テ ー パ 部 と 第 ３ 円 筒 部 と の 間 に 、 第 ３ 円 筒 部 よ り 肉 厚 が 薄 い 円

筒 形 の 第 ３ 円 筒 薄 肉 部 を 有 す る と 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 板 厚 が 変 化 し て 、 バ ル ブ ス リ

ー ブ の 拡 径 部 の 位 置 が 変 化 し て も 、 十 分 な 大 き さ の 拡 径 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 前 記 複 数 の 外 周 溝 は 、 前 記 第 １ 円 筒 薄 肉 部 か ら 前 記 第 １ テ ー パ 部

ま で の 外 周 に 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 複 数 の 外 周 溝 が 、 第 １ 円 筒 薄 肉 部 又 は 第 １ テ ー パ 部 の 外 周 に 形 成 さ れ て い る と 、 被 取 付

部 材 と 取 付 部 材 の 板 厚 に よ り 、 バ ル ブ ス リ ー ブ の 拡 径 部 形 成 時 に 変 形 す る 外 周 溝 が 変 わ り

、 板 厚 が 変 化 し て も 十 分 な 圧 着 力 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト の 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 は 、 断 面 が 多 角 形 で あ り 、

　 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記 円 筒 部 は 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 と 、 前 記 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 に 隣

接 す る 円 筒 形 の ナ ッ ト 円 筒 部 と を 有 し 、

　 前 記 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 に は 、 外 周 方 向 に 等 間 隔 で 、 軸 方 向 に 延 び る ス ラ イ ド 平 面 が 形 成

さ れ 、 前 記 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 は 、 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 の 多 角 形 の 内 面 に 挿 入 さ れ る と 、

前 記 ス ラ イ ド 平 面 は 、 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト の 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 の 多 角 形 の 内 面 に 当 接

す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ア ウ タ ー ナ ッ ト の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 は 断 面 が 多 角 形 で あ り 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 円 筒 部 の

外 周 面 に 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 の 多 角 形 の 内 面 に 適 合 す る ス ラ イ ド 平 面 が 形 成 さ れ て い る と

、 ア ウ タ ー ナ ッ ト に 対 し て 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト が 軸 方 向 に ス ラ イ ド す る が 、 回 転 し な い よ う

に 支 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 取 付 孔 を 有 す る 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 を ブ ラ イ ン ド ボ ル ト に よ

り 締 結 し た 締 結 構 造 で あ っ て 、

　 ボ ル ト 頭 部 と 、 前 記 ボ ル ト 頭 部 に 隣 接 し 、 雄 ね じ が 形 成 さ れ た 軸 部 と 、 を 有 す る ボ ル ト

と 、

　 多 角 形 の 外 面 と 、 軸 方 向 に 貫 通 す る ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 と 、 を 有 す る ア ウ タ ー ナ ッ ト と 、
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　 円 筒 形 で 、 ス リ ー ブ 孔 が 形 成 さ れ た バ ル ブ ス リ ー ブ と 、

　 円 筒 部 と 、 前 記 円 筒 部 の 一 端 部 に 形 成 さ れ た ナ ッ ト 頭 部 と 、 軸 方 向 に 延 び 、 内 側 の 一 部

に 雌 ね じ が 形 成 さ れ た イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 と 、 を 有 す る イ ン ナ ー ナ ッ ト と 、 を 備 え 、

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 外 周 に 、 複 数 の 外 周 方 向 に 延 び る 外 周 溝 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 ボ ル ト の 前 記 軸 部 は 、 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 に 挿 入 さ れ 、 前

記 ボ ル ト の 前 記 雄 ね じ は 、 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 の 前 記 雌 ね じ に 螺 合 し 、

　 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記 円 筒 部 は 、 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 前 記 ス リ ー ブ 孔 内 に 挿 入 さ

れ 、 前 記 円 筒 部 の 先 端 部 は 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 内 に 挿 入 さ れ 、

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ は 、 前 記 被 取 付 部 材 の 前 記 取 付 孔 内 で 、 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記

円 筒 部 の 外 周 で 、 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト の 一 方 の 面 と 、 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記 ナ ッ ト 頭

部 に 隣 接 す る ナ ッ ト 段 部 と の 間 に 保 持 さ れ 、

　 前 記 被 取 付 部 材 の 表 面 に 隣 接 し て 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 拡 径 部 が あ り 、 前 記 ア ウ タ ー ナ

ッ ト の 一 方 の 面 と 、 前 記 拡 径 部 と の 間 に 、 前 記 被 取 付 部 材 と 前 記 取 付 部 材 が 締 結 さ れ 、

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 外 周 の １ 本 の 前 記 外 周 溝 は 、 前 記 被 取 付 部 材 の 前 記 取 付 孔 の 外 に

位 置 し 、

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 外 周 の 他 の 前 記 外 周 溝 は 、 前 記 被 取 付 部 材 の 前 記 取 付 孔 内 に 位 置

す る こ と を 特 徴 と す る 締 結 構 造 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 合 計 の 板 厚 が 比 較 的 薄 く 、 バ ル ブ ス リ ー ブ の 外 周 の １ 本 の 外 周

溝 が 、 被 取 付 部 材 の 取 付 孔 の 外 に 位 置 す る と 、 取 付 孔 の 外 に 位 置 す る 外 周 溝 と 取 付 孔 の 中

に 位 置 す る 外 周 溝 の 間 の 山 形 の 形 状 を し て い る 頂 部 が 、 被 締 結 部 材 の 孔 の 縁 部 に 接 触 し 、

孔 の 縁 部 を 軸 方 向 に 強 く 押 さ え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 は 、 取 付 孔 を 有 す る 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 を ブ ラ イ ン ド ボ ル ト に よ

り 締 結 し た 締 結 構 造 で あ っ て 、

　 ボ ル ト 頭 部 と 、 前 記 ボ ル ト 頭 部 に 隣 接 し 、 雄 ね じ が 形 成 さ れ た 軸 部 と 、 を 有 す る ボ ル ト

と 、

　 多 角 形 の 外 面 と 、 軸 方 向 に 貫 通 す る ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 と 、 を 有 す る ア ウ タ ー ナ ッ ト と 、

　 円 筒 形 で 、 ス リ ー ブ 孔 が 形 成 さ れ た バ ル ブ ス リ ー ブ と 、

　 円 筒 部 と 、 前 記 円 筒 部 の 一 端 部 に 形 成 さ れ た ナ ッ ト 頭 部 と 、 軸 方 向 に 延 び 、 内 側 の 一 部

に 雌 ね じ が 形 成 さ れ た イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 と 、 を 有 す る イ ン ナ ー ナ ッ ト と 、 を 備 え 、

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 外 周 に 、 複 数 の 外 周 方 向 に 延 び る 外 周 溝 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 ボ ル ト の 前 記 軸 部 は 、 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 に 挿 入 さ れ 、 前

記 ボ ル ト の 前 記 雄 ね じ は 、 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 の 前 記 雌 ね じ に 螺 合 し 、

　 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記 円 筒 部 は 、 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 前 記 ス リ ー ブ 孔 内 に 挿 入 さ

れ 、 前 記 円 筒 部 の 先 端 部 は 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 内 に 挿 入 さ れ 、

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ は 、 前 記 被 取 付 部 材 の 前 記 取 付 孔 内 で 、 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記

円 筒 部 の 外 周 で 、 前 記 ア ウ タ ー ナ ッ ト の 一 方 の 面 と 、 前 記 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 前 記 ナ ッ ト 頭

部 に 隣 接 す る ナ ッ ト 段 部 と の 間 に 保 持 さ れ 、

　 前 記 被 取 付 部 材 の 表 面 に 隣 接 し て 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 拡 径 部 が あ り 、 前 記 ア ウ タ ー ナ

ッ ト の 一 方 の 面 と 、 前 記 拡 径 部 と の 間 に 、 前 記 被 取 付 部 材 と 前 記 取 付 部 材 が 締 結 さ れ 、

　 前 記 バ ル ブ ス リ ー ブ の 外 周 の 複 数 の 前 記 外 周 溝 は 、 前 記 被 取 付 部 材 の 前 記 取 付 孔 内 に 位

置 す る こ と を 特 徴 と す る 締 結 構 造 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 合 計 の 板 厚 が 比 較 的 厚 く 、 バ ル ブ ス リ ー ブ の 少 な く と も ２ 本 の

外 周 溝 が 被 取 付 部 材 の 取 付 孔 の 中 に 位 置 す る と 、 被 取 付 部 材 の 取 付 孔 の 入 口 の 近 い 外 周 溝

の 部 分 か ら 、 バ ル ブ ス リ ー ブ が 変 形 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 板 厚 に よ ら ず 同 等 の 締 結 荷 重 （ 圧 着 力 ） で 締
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結 す る こ と が で き る ブ ラ イ ン ド ボ ル ト を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 の 左 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 の 一 部 を 断 面 と し た 正 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 の 右 側 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト の ボ ル ト の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト の ワ ッ シ ャ の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト の ア ウ タ ー ナ ッ ト の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ７ の ア ウ タ ー ナ ッ ト の 左 側 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ７ の ア ウ タ ー ナ ッ ト の 正 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 ８ の ア ウ タ ー ナ ッ ト の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト の バ ル ブ ス リ ー ブ の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ １ の バ ル ブ ス リ ー ブ の 左 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ １ の バ ル ブ ス リ ー ブ の 正 面 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 図 １ ２ の バ ル ブ ス リ ー ブ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の バ ル ブ ス リ ー ブ の Ａ 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 図 １ ４ の バ ル ブ ス リ ー ブ の Ｂ 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 図 １ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト の イ ン ナ ー ナ ッ ト の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 図 １ ７ の イ ン ナ ー ナ ッ ト の 左 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 図 １ ７ の イ ン ナ ー ナ ッ ト の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 図 １ ８ の イ ン ナ ー ナ ッ ト の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ １ 】 図 ３ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 を 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 取 付 孔 に 挿 入 し た 状

態 の 一 部 を 断 面 と し た 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ２ 】 図 ３ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 に よ り 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 （ 合 計 の 板 厚 が 厚

い ） を 締 結 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ ３ 】 図 ２ ２ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 の 別 の 方 向 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ ４ 】 図 ３ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 に よ り 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 （ 合 計 の 板 厚 が 厚

い ） を 締 結 し た 状 態 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ５ 】 図 ３ の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 に よ り 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 （ 合 計 の 板 厚 が 薄

い ） を 締 結 し た 状 態 の 正 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

（ 実 施 形 態 ）

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 1に つ い て 説 明 す る

。 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 1は 、 ボ ル ト 10と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20と 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30と 、 イ ン

ナ ー ナ ッ ト 40と を 備 え る 。 本 明 細 書 で は 、 ボ ル ト 10と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20と 、 バ ル ブ ス リ

ー ブ 30と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40と を 組 み 立 て 、 締 結 前 の も の を ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 1aと

い う 。 必 要 に よ り 、 ボ ル ト 10と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20と の 間 に 、 ワ ッ シ ャ 15が 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 1aの 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 左 側

面 図 、 図 ３ は 一 部 を 断 面 に し た 正 面 図 、 図 ４ は 右 側 面 図 で あ る 。

　 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 1を 構 成 す る ボ ル ト 10と 、 ワ ッ シ ャ 15と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20と 、 バ ル

ブ ス リ ー ブ 30と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40と に つ い て 順 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ５ は ボ ル ト 10の 斜 視 図 で あ る 。 ボ ル ト 10は 、 市 販 の ボ ル ト で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に

、 ボ ル ト 10は 、 短 い 六 角 柱 形 状 の ボ ル ト 頭 部 11と 、 ボ ル ト 頭 部 11か ら 軸 方 向 に 延 び る 円 柱

形 状 の 軸 部 12と を 有 す る 。 軸 部 12の 外 周 面 の 一 部 に は 雄 ね じ 13が 形 成 さ れ て い る 。 ボ ル ト

10は 、 鋼 、 ス テ ン レ ス 等 の 硬 質 の 金 属 で で き て い る 。
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　 ボ ル ト 頭 部 11は 、 断 面 が 六 角 形 で な く て も 、 ボ ル ト 頭 部 を 工 具 で 回 転 さ せ る こ と が で き

る 形 状 で あ れ ば よ い 。 例 え ば 、 断 面 が 四 角 形 で も よ い 。 又 は 、 ボ ル ト 頭 部 に 十 字 形 の 溝 、

又 は 六 角 形 の 孔 が 形 成 さ れ 、 ド ラ イ バ ー 、 六 角 レ ン チ 等 で 回 転 さ せ る こ と が で き る も の で

も よ い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ６ は 、 実 施 形 態 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 1の ワ ッ シ ャ 15の 斜 視 図 で あ る 。 ワ ッ シ ャ 15は 市

販 の 円 環 状 の ワ ッ シ ャ で あ り 、 ワ ッ シ ャ 孔 16が 形 成 さ れ て い る 。 ワ ッ シ ャ 孔 16の 一 方 の 端

部 は 面 取 り さ れ て い る 。 ワ ッ シ ャ 15は な く て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

（ ア ウ タ ー ナ ッ ト ）

　 図 ７ は 、 実 施 形 態 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 1の ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 斜 視 図 で あ る 。 図 ８ は 左

側 面 図 、 図 ９ は 正 面 図 で あ る 。 図 １ ０ は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 図 ８ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断

面 図 で あ る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20は 、 外 形 は 通 常 の 六 角 ナ ッ ト と 同 様 の 六 角 柱 形 状 で あ り 、

第 １ 面 21と 、 第 ２ 面 22と 、 断 面 が 六 角 形 の 外 面 23と を 有 す る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 軸 方 向

中 心 部 に は 、 断 面 が 六 角 形 の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26が 形 成 さ れ て い る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26

の 断 面 の 六 角 形 の 対 向 す る 辺 間 の 距 離 は 、 d26で あ る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26の 断 面 の 六 角

形 の 対 向 す る 頂 点 間 の 距 離 は 、 D26で あ る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26の 対 向 す る 辺 間 の 距 離 d26

は 、 ボ ル ト 10の 軸 部 12の 外 径 よ り 大 き く 、 ボ ル ト 10の 軸 部 12は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26に 挿

入 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 後 述 す る よ う に 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26に は 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41を

挿 入 す る こ と が で き る 。

　 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20は 、 取 付 部 材 52を 支 持 す る と と も に 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30を 拡 径 さ せ る

と き 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 １ 円 筒 部 31の 端 部 を 支 持 す る 機 能 が あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20は 、 硬 質 の 金 属 で で き て い る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 断 面 は 、 六 角 形 と

し た が 、 六 角 形 で な く て も 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20が 回 転 し な い よ う に 支 持 し て 、 ボ ル ト 10を

回 転 さ せ る こ と が で き る 形 状 で あ れ ば よ い 。 例 え ば 、 四 角 形 又 は そ の 他 の 形 状 と す る こ と

も で き る 。

　 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41が 別 の 形 状 で あ る と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26の 形

状 は 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41の 形 状 に 合 わ せ て 別 の 形 状 と な る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

（ バ ル ブ ス リ ー ブ ）

　 図 １ １ は 、 実 施 形 態 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 1の バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 斜 視 図 で あ る 。 「 バ ル

ブ ス リ ー ブ 」 と は 、 膨 ら む ス リ ー ブ と い う 意 味 で あ る 。 図 １ ２ は 左 側 面 図 、 図 １ ３ は 正 面

図 で あ る 。 図 １ ４ は 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 図 １ ２ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 拡 大 し た 断 面 図 で あ

る 。 図 １ ５ は 図 １ ４ の バ ル ブ ス リ ー ブ 30の Ａ 部 分 の 拡 大 図 、 図 １ ６ は Ｂ 部 分 の 拡 大 図 で あ

る 。

　 図 １ ４ を 参 照 す る と 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30は 、 全 体 と し て 円 筒 形 で あ る 。 第 １ 円 筒 部 31の

端 部 か ら 第 ３ 円 筒 部 33の 端 部 ま で 、 ス リ ー ブ 孔 36が 形 成 さ れ て い る 。 バ ル ブ ス リ ー ブ 30は

、 外 径 D31、 内 径 d31を 有 す る 第 １ 円 筒 部 31と 、 第 １ 円 筒 部 31と 外 径 が ほ ぼ 等 し く 、 少 し 内

径 が 大 き い 第 ２ 円 筒 部 32と 、 第 １ 円 筒 部 31と 外 径 と 内 径 が ほ ぼ 等 し い 第 ３ 円 筒 部 33と を 有

す る 。 第 ２ 円 筒 部 32の 肉 厚 は 、 第 １ 円 筒 部 31、 第 ３ 円 筒 部 33の 肉 厚 よ り 薄 い 。

　 第 １ 円 筒 部 31か ら 第 ２ 円 筒 部 32に 向 か っ て 、 内 径 が 次 第 に 大 き く な る 第 １ テ ー パ 部 34が

あ る 。 第 ２ 円 筒 部 32か ら 第 ３ 円 筒 部 33に 向 か っ て 、 内 径 と 外 径 が 次 第 に 小 さ く な る 第 ２ テ

ー パ 部 35が あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 第 １ 円 筒 部 31と 第 １ テ ー パ 部 34の 境 界 付 近 の 外 周 に は 、 ２ 本 の 外 周 溝 37a,37bが 円 周 方

向 に 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 外 周 溝 37a,37bは ２ 本 で あ る が 、 ３ 本 以 上 と す る こ

と も で き る 。
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　 後 述 す る よ う に 、 少 な く と も １ 本 の 外 周 溝 37aは 、 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 内 部 に 入

る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 更 に 、 図 １ ５ 、 図 １ ６ の 拡 大 図 を 参 照 す る 。 以 下 に 、 図 １ ５ 、 図 １ ６ に 示 さ れ る 形 状 を

詳 し く 説 明 す る が 、 本 発 明 の バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 形 状 は 、 図 １ ５ 、 図 １ ６ に 示 さ れ る 形 状

に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 第 １ 円 筒 部 31の 内 径 は d31で あ る が 、 １ 本 目 の 外 周 溝 37aの 近 く で

は 、 d31よ り 少 し 大 き い 内 径 の 第 １ 円 筒 薄 肉 部 38と な っ て い る 。 そ し て 、 外 周 溝 37aの 位 置

か ら 外 周 溝 37bの 位 置 に 向 か っ て 内 径 が 小 さ く な っ て い る 。

　 そ し て 、 第 １ 円 筒 部 31か ら 遠 い ２ 本 目 の 外 周 溝 37bの 部 分 で は 、 第 １ 円 筒 部 31と 同 じ 内

径 d31と な る 。

　 第 ２ 円 筒 部 32が ア ウ タ ー ナ ッ ト 20と イ ン ナ ー ナ ッ ト 40に 押 さ れ 拡 径 し た 際 に 、 第 １ 円 筒

部 31の 第 ２ 円 筒 部 32側 は 内 側 に 少 し 縮 径 す る 。 第 １ 円 筒 薄 肉 部 38は 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40に

接 触 し な い よ う に d31よ り 内 径 を 少 し 大 き く し て い る 。

　 外 周 溝 37aと 外 周 溝 37bと の 間 は 、 頂 部 37cと な っ て い る 。 頂 部 37cの 外 径 は 、 第 １ 円 筒 部

の 外 径 D31と 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 外 周 溝 37bの 部 分 か ら 、 第 １ テ ー パ 部 34が 始 ま る 。 第 １ テ ー パ 部 34の 外 径 は 、 第 １ 円 筒

部 31の 外 径 D31と 同 じ で あ る 。 内 径 は 、 第 ２ 円 筒 部 32に 向 か っ て 次 第 に 大 き く な っ て い る

。

　 外 周 溝 37aの 深 さ と 、 外 周 溝 37bの 深 さ は 同 じ で あ る 。 外 周 溝 37bの 位 置 に お い て 、 バ ル

ブ ス リ ー ブ 30の 内 径 は 、 外 周 溝 37aの 位 置 の バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 内 径 よ り 小 さ い 。 外 周 溝 3

7bの 位 置 に お け る バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 肉 厚 は 、 外 周 溝 37aの 位 置 の バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 肉

厚 よ り 厚 い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ テ ー パ 部 35の 外 径 と 内 径 は 、 第 ３ 円 筒 部 33に 向 か っ て 次 第 に

小 さ く な る 。 第 ２ テ ー パ 部 35に 隣 接 し て 、 円 筒 形 の 第 ３ 円 筒 薄 肉 部 39が あ る 。 第 ３ 円 筒 薄

肉 部 39の 外 径 は 、 第 ３ 円 筒 部 33の 外 径 D31よ り 小 さ い 。 第 ３ 円 筒 薄 肉 部 39の 内 径 は 、 第 ３

円 筒 部 33の 内 径 d31と 等 し い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 第 １ 円 筒 部 31の 内 径 d31は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26の 六 角 形 の 対 抗 す

る 頂 点 間 の 距 離 D26と ほ ぼ 等 し い 。 第 １ 円 筒 部 31は ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 2

6に 入 ら ず 、 第 １ 円 筒 部 31の 端 部 は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 第 ２ 面 22に 当 接 し て 止 ま る よ う

に な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 後 述 す る よ う に 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 1を 締 結 し た 状 態 で は 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30は イ ン ナ

ー ナ ッ ト 40と ア ウ タ ー ナ ッ ト 20に よ り 軸 方 向 に 押 圧 さ れ 、 第 ２ 円 筒 部 32は 拡 径 し て 、 拡 径

部 32dと な り 、 拡 径 部 32dと ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 第 ２ 面 22と の 間 に 、 被 取 付 部 材 51と 取 付 部

材 52が 挟 ま れ て 締 結 さ れ る 。

　 バ ル ブ ス リ ー ブ 30は 、 軟 質 金 属 で 成 形 さ れ て い る 。 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 ２ 円 筒 部 32は

、 第 １ 円 筒 部 31、 第 ３ 円 筒 部 33よ り 肉 厚 が 薄 く 、 拡 径 し や す い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 板 厚 の 合 計 が 薄 い 場 合 、 第 １ 円 筒 部 31か ら 外 周 溝 37aと 外 周 溝 37bの 間 の 頂 部 37cま で の

軸 方 向 長 さ は 、 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52の 合 計 の 厚 さ と 同 じ に し 、 頂 部 37cと 外 周 溝 37b

と 第 ２ 円 筒 部 32が 拡 径 部 32dと な る よ う に す る 。

　 板 厚 の 合 計 が 厚 い 場 合 、 第 １ 円 筒 部 31の 軸 方 向 長 さ は 、 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53に 外 周

溝 37aと 外 周 溝 37bが 入 る 長 さ に し 、 第 ２ 円 筒 部 32が 拡 径 部 32dと な る よ う に す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

（ イ ン ナ ー ナ ッ ト ）

　 図 １ ７ は 、 実 施 形 態 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 1の イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ８
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は 左 側 面 図 、 図 １ ９ は 正 面 図 で あ る 。 図 ２ ０ は 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の 図 １ ８ の Ｃ － Ｃ 線 に

沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40は 、 全 体 と し て 円 筒 形 の 円 筒 部 と 、 円 筒 部 の 一 端

部 の ナ ッ ト 頭 部 44と を 有 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の 円 筒 部 は 、 端 部 の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41と 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41に 隣

接 す る 円 筒 形 の ナ ッ ト 円 筒 部 42と を 有 す る 。 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41は 、 円 筒 形 で 、 外 周 面 に

は 円 周 方 向 に 一 定 の 間 隔 を あ け 、 軸 方 向 に 延 び る ス ラ イ ド 平 面 41aが 、 ６ 個 形 成 さ れ て い

る 。 隣 接 す る ス ラ イ ド 平 面 41aの 間 の 部 分 は 、 ナ ッ ト 円 筒 部 42の 円 筒 形 が 延 長 さ れ た 形 状

で あ る 。

　 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41の ス ラ イ ド 平 面 41aが な い 部 分 の 外 径 D41は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の ア

ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26の 対 向 す る 面 間 の 距 離 d26よ り 少 し 大 き い 。

　 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41の 対 向 す る ス ラ イ ド 平 面 41aの 間 の 距 離 E41は 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41

の 外 径 D41よ り 小 さ く な っ て い る 。 距 離 E41は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26の 対 向 す る 面 間 の 距 離

d26と 等 し い か そ れ よ り 少 し 小 さ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ス ラ イ ド 平 面 41aの 角 度 位 置 と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26の 対 向 す る 面 の 角 度 位 置 を 合 わ せ

る と 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 六 角 形 の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26に 挿 入 す

る こ と が で き る 。 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26の 内 面 上 を 軸 方 向 に 摺 動 す

る こ と が で き る が 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26内 で 回 転 す る こ と は で き な い 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41の イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 46の 内 径 d41は 、 ボ ル ト 10の 軸 部 12の 外 径 よ り

少 し 大 き く 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 46に ボ ル ト 10の 軸 部 12を 挿 入 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の 円 筒 部 は 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41に 隣 接 し て 、 円 筒 形 の ナ ッ ト 円 筒 部

42を 有 す る 。 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41と ナ ッ ト 円 筒 部 42と の 外 径 は 、 同 じ D41で あ る 。 ナ ッ ト

ス ラ イ ド 部 41と ナ ッ ト 円 筒 部 42に は 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 46が 形 成 さ れ て い る 。 イ ン ナ ー ナ

ッ ト 孔 46の う ち 、 ナ ッ ト 頭 部 44と ナ ッ ト 円 筒 部 42の 一 部 の 内 面 に は 、 雌 ね じ 43が 形 成 さ れ

て い る 。 ボ ル ト 10の 軸 部 12を ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41の 側 か ら イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 46に 挿 入 し 、

ボ ル ト 10の 雄 ね じ 13を イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 46の 雌 ね じ 43に 螺 合 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 な お 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41は 、 ス ラ イ ド 平 面 41aが 円 周 方 向 に 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ て

い る 部 分 で あ る 。 ナ ッ ト 円 筒 部 42の 雌 ね じ 43が 始 ま る 軸 方 向 の 位 置 は 、 ス ラ イ ド 平 面 41a

が 終 わ る 軸 方 向 の 位 置 と は 一 致 し て い な い 。 前 述 し た よ う に 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41と 、 ナ

ッ ト 円 筒 部 42と を 合 わ せ て 、 円 筒 部 と い う 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ナ ッ ト 円 筒 部 42に 隣 接 し て 、 ナ ッ ト 頭 部 44が 形 成 さ れ て い る 。 ナ ッ ト 頭 部 44の 外 径 D44

は 、 ナ ッ ト 円 筒 部 42の 外 径 D41よ り 大 き い 。 ナ ッ ト 頭 部 44と ナ ッ ト 円 筒 部 42と の 間 に は 、

ナ ッ ト 段 部 45が 形 成 さ れ て い る 。

　 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔 46は 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41と 、 ナ ッ ト 円 筒 部 42と 、 ナ ッ ト 頭 部 44と を

貫 通 す る 貫 通 孔 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41、 ナ ッ ト 円 筒 部 42の 外 径 D41は 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 １ 円 筒 部 31

の 内 径 d31、 第 ３ 円 筒 部 33の 内 径 d31と ほ ぼ 等 し い か 、 少 し 小 さ く 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41は

バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 １ 円 筒 部 31、 第 ２ 円 筒 部 32、 第 ３ 円 筒 部 33に 挿 入 す る こ と が で き る

。

　 ナ ッ ト 頭 部 44の 外 径 D44は 、 第 ３ 円 筒 部 33の 外 径 D31と ほ ぼ 等 し い か 、 少 し 大 き い 。 ナ ッ

ト 頭 部 44の 端 部 の ナ ッ ト 段 部 45は 、 第 ３ 円 筒 部 33の 端 部 を 押 圧 す る こ と が で き る 。

　 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41と ナ ッ ト 円 筒 部 42を バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 ３ 円

筒 部 33側 か ら 挿 入 し て い く と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト 頭 部 44に 隣 接 す る ナ ッ ト 段 部 45

が 、 第 ３ 円 筒 部 33の 端 部 に 当 接 し て 止 ま る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】

　 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41と ナ ッ ト 円 筒 部 42と を 合 わ せ た 円 筒 部 の 軸 方 向

長 さ は 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 全 長 よ り 少 し 長 い 。 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41

を 先 頭 に し て 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 ３ 円 筒 部 33の 側 か ら 挿 入 す る と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40

の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41は 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 １ 円 筒 部 31の 端 部 か ら 少 し 出 る 。 イ ン ナ

ー ナ ッ ト 40は 、 硬 質 の 金 属 で 成 形 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

（ ブ ラ イ ン ド ボ ル ト の 組 み 立 て ）

　 図 １ ～ ３ に 戻 っ て 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 1aの 構 成 部 品 で あ る ボ ル ト 10と 、 ワ ッ シ ャ

15と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20と 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40と の 組 み 立 て に つ い

て 説 明 す る 。

　 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 ３ 円 筒 部 33の 側 か ら 、 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41を 先 頭 に し て イ ン ナ ー

ナ ッ ト 40を 挿 入 し て い く と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト 段 部 45が 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第

３ 円 筒 部 33の 端 部 に 当 接 し て 停 止 す る 。 こ の 時 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 １ 円 筒 部 31の 側 か

ら 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41が 少 し 出 る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41の ス ラ イ ド 平 面 41aの 角 度 位 置 と 、 ア ウ タ ー ナ

ッ ト 20の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26の 対 向 す る 面 の 角 度 位 置 と を 合 わ せ る 。 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の

ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41の 外 周 上 に 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20を 左 側 か ら ス ラ イ ド さ せ て い く と 、 ア

ウ タ ー ナ ッ ト 20の 第 ２ 面 22に 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 １ 円 筒 部 31の 端 部 が 当 接 し 、 ア ウ タ

ー ナ ッ ト 20は 、 停 止 す る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20は 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41

の 外 周 上 に 回 転 し な い よ う に 保 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ワ ッ シ ャ 15の ワ ッ シ ャ 孔 16に ボ ル ト 10の 軸 部 12を 挿 通 す る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20と 、 バ ル

ブ ス リ ー ブ 30と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40と を 組 み 合 わ せ た 組 立 体 に ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 側 か ら

ボ ル ト 10を 挿 入 す る 。 ボ ル ト 10の 軸 部 12の 雄 ね じ 13は 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の イ ン ナ ー ナ ッ

ト 孔 46の 雌 ね じ 43に 螺 合 す る 。 ボ ル ト 頭 部 11の 面 は 、 ワ ッ シ ャ 15の 面 に 当 接 し 、 ワ ッ シ ャ

15の 他 の 面 は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 第 １ 面 21に 当 接 し て い る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 第 ２ 面

22と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト 段 部 45と の 間 に 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30が 挟 ま れ た 状 態 と な

る 。

　 こ の よ う に 、 ボ ル ト 10と 、 ワ ッ シ ャ 15と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20と 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30と 、

イ ン ナ ー ナ ッ ト 40と が 組 み 立 て ら れ 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 1aと な る 。 な お 、 ワ ッ シ ャ

15は な く て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

（ ブ ラ イ ン ド ボ ル ト に よ る 締 結 ）

　 図 ２ １ ～ 図 ２ ４ を 参 照 し て 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 1aに よ り 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材

52を 締 結 す る 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 本 明 細 書 で は 、 被 取 付 部 材 51と は 、 土 木 ・ 建 設 に お

け る 構 造 物 等 を 構 成 す る 部 材 を い う 。 取 付 部 材 52と は 、 被 取 付 部 材 51に 取 り 付 け ら れ る 補

修 ・ 補 強 部 品 等 の 部 材 を い う 。 被 取 付 部 材 51は ブ ラ イ ン ド 側 、 取 付 部 材 52は 作 業 側 に あ る

。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 図 ２ １ は 、 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52の 取 付 孔 53,54に ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 1aを 挿

入 し た 状 態 の 一 部 を 断 面 と し た 正 面 図 で あ る 。

　 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52の 厚 さ の 合 計 t1は 、 比 較 的 厚 い （ t1＝ 20ｍ ｍ ） 。

　 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52を 締 結 す る に は 、 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53と 、 取 付 部 材 52の

取 付 孔 54の 位 置 を 合 わ せ 、 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52を 重 ね 合 せ る 。 被 取 付 部 材 51の 取 付

孔 53の 内 径 と 、 取 付 部 材 52の 取 付 孔 54の 内 径 は 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト 頭 部 44、 バ ル

ブ ス リ ー ブ 30の 外 径 よ り 大 き い 。 取 付 孔 53,54に 、 左 側 か ら イ ン ナ ー ナ ッ ト 40と バ ル ブ ス

リ ー ブ 30と を 挿 入 す る こ と が で き る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 外 径 は 、 被 取 付 部 材 51と 取 付 部

材 52の 取 付 孔 53,54の 内 径 よ り 大 き い 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】

　 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52の 取 付 孔 53,54に 、 ナ ッ ト 頭 部 44を 先 頭 に し て 、 ブ ラ イ ン ド

ボ ル ト 組 立 体 1aが 挿 入 さ れ る 。 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 第 ２ 面 22が 、 取 付 部 材 52の 取 付 孔 54の

周 り の 面 に 当 接 し て 止 ま る 。

　 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 外 周 溝 37aは 、 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 内 部 に 位 置 し 、 外 周 溝 37b

は 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 内 部 で 被 取 付 部 材 51の 表 面 近 く に 位 置 し て い る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 ２ ２ は 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 組 立 体 1aに よ り 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52を 締 結 し た 状 態

の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ ３ は 、 別 の 方 向 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ ４ は 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル

ト 組 立 体 1aに よ り 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52を 締 結 し た 状 態 の 一 部 を 断 面 と し た 正 面 図 で

あ る 。

　 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52の 厚 さ の 合 計 t1は 、 比 較 的 厚 い （ t1＝ 20ｍ ｍ ） 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20を 回 転 し な い よ う に 保 持 し 、 ボ ル ト 10を 回 転 さ せ る と 、 ボ ル ト 10の 雄

ね じ 13が 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の 雌 ね じ 43に 螺 合 し て い く 。 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 両 端 部 は 、

ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 第 ２ 面 22と 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト 段 部 45に よ り 押 圧 さ れ る 。 バ

ル ブ ス リ ー ブ 30は 、 雌 ね じ 43を 有 し 軸 方 向 に ス ラ イ ド す る イ ン ナ ー ナ ッ ト 40よ り 柔 ら か い

材 料 で 出 来 て い る の で 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト 40は 軸 方 向 に ス ラ イ ド す る と き 変 形 し な い 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20と イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の 押 圧 力 に よ り 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30は 、 肉 厚 の 薄

い 第 ２ 円 筒 部 32か ら 変 形 す る 。 次 に 、 被 取 付 部 材 51の 表 面 近 く に 位 置 す る 外 周 溝 37bの 部

分 が 変 形 し 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 ２ 円 筒 部 32は 、 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 縁 部 に 当 接

す る 。 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 ２ 円 筒 部 32は 、 拡 径 し て 拡 径 部 32dが 形 成 さ れ る 。 第 １ 円 筒

部 31、 第 ３ 円 筒 部 33は 、 肉 厚 が 厚 い の で 変 形 し に く い 。

　 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 拡 径 部 32dは 、 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 周 り の 表 面 に 当 接 す る 。

イ ン ナ ー ナ ッ ト 40の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 41は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26内 を

回 転 せ ず に ス ラ イ ド す る 。

　 所 定 の 軸 力 に な っ た と こ ろ で 、 ボ ル ト 10の 締 め 込 み を 終 了 し 、 締 結 が 完 了 す る 。 ボ ル ト

10の 締 め 付 け 力 を 調 整 す る こ と に よ り 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 1の 軸 力 を 調 整 す る こ と が で き

る 。 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 1に よ り 、 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52と は 強 い 締 結 荷 重 で 締 結 さ れ

る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 図 ２ １ と 図 ２ ４ を 参 照 す る と 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30を 拡 径 し た 後 も 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の

１ 本 目 の 外 周 溝 37aは 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 中 に あ り 、 ２ 本 目 の 外 周 溝 37bは 、 被 取 付

部 材 51の 取 付 孔 53の 中 で 、 取 付 孔 53の 入 口 付 近 に あ る 。 即 ち 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の ア ウ タ

ー ナ ッ ト 20側 の 端 部 か ら ２ 本 目 の 外 周 溝 37bま で の 距 離 は 、 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52の

合 計 の 厚 さ t1よ り 少 し 短 い 。

　 ２ 本 目 の 外 周 溝 37bが 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 入 り 口 付 近 に あ る 状 態 で 、 バ ル ブ ス リ

ー ブ 30を 拡 径 さ せ る と 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 ２ 円 筒 部 32が 拡 径 し 、 拡 径 部 32dが 被 取 付

部 材 51の 取 付 孔 53の 周 り の 表 面 に 密 着 し て 、 締 結 荷 重 が 出 や す い 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 第 １ 円 筒 部 31は 、 肉 厚 が 厚 く 、 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52の 取 付 孔 53,54の 中 に あ る の

で 、 拡 径 部 32dが 形 成 さ れ る と き も 、 変 形 し に く い 。 １ 本 目 の 外 周 溝 37aの 部 分 は 、 被 取 付

部 材 51と 取 付 部 材 52の 取 付 孔 53,54の 中 に あ る の で 、 変 形 し に く い 。

　 バ ル ブ ス リ ー ブ 30が 拡 径 す る と き も 、 取 付 孔 53,54内 で 外 周 溝 37a,37bの 軸 方 向 位 置 は 殆

ど 変 化 し な い 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 図 ２ ５ は 、 図 ２ ４ の 場 合 と 同 様 に 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 1に よ り 、 被 取 付 部 材 51'と 取 付 部

材 52'を 締 結 し た も の で あ る 。 図 ２ ５ で は 、 被 取 付 部 材 51'と 取 付 部 材 52'の 厚 さ の 合 計 t2

は 図 ２ ４ の t1＝ 20ｍ ｍ よ り 薄 く t2＝ 15ｍ ｍ で あ る 。
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　 被 取 付 部 材 51'と 取 付 部 材 52'を 締 結 す る 前 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の １ 本 目 の 外 周 溝 37aは

、 被 取 付 部 材 51'の 取 付 孔 53'の 中 で 入 口 近 く に あ り 、 ２ 本 目 の 外 周 溝 37bは 取 付 孔 53'の 入

口 の 外 に あ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 取 付 孔 53'の 中 で 入 り 口 近 く に あ る 外 周 溝 37aか ら バ ル ブ ス リ ー ブ 30が 拡 径 し や す く 、 頂

部 37cの 部 分 は 、 拡 径 部 32dと な っ て 、 被 取 付 部 材 51'の 取 付 孔 53'の 周 り の 縁 部 に 当 接 す る

。 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 ２ 円 筒 部 32が 拡 径 し た 拡 径 部 32dが 被 取 付 部 材 51'の 取 付 孔 53'の

周 り の 表 面 に 密 着 し て 、 締 結 荷 重 が 出 や す い 。

　 バ ル ブ ス リ ー ブ 30が 拡 径 す る と き も 、 取 付 孔 53,54内 で 外 周 溝 37aの 軸 方 向 位 置 は 殆 ど 変

化 し な い 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 こ の よ う に 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30に ２ 本 の 外 周 溝 37a,37bが 形 成 さ れ 、 少 な く と も １ 本 の

外 周 溝 37aが 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 中 に 位 置 す る と 、 取 付 孔 53の 中 の 入 口 近 く に 位 置

す る 外 周 溝 37a又 は 37bの 何 れ か か ら 変 形 し や す く 、 拡 径 部 32dが 取 付 孔 53の 縁 部 に 当 接 し

、 取 付 孔 53の 周 り の 表 面 に 密 着 す る 。 そ の た め 、 十 分 な 締 結 荷 重 が 出 や す い 。

　 ま た 、 拡 径 部 32dが 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 縁 部 に 当 接 し た 後 に 、 さ ら に 拡 径 し て 被

取 付 部 材 51に 密 着 す る こ と に よ り 、 拡 径 部 32dが 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 縁 部 に 当 接 し

た 部 分 を 支 点 に し て 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 １ 円 筒 部 を 被 取 付 部 材 51側 に 引 っ 張 る 力 が 働

き 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の 第 １ 円 筒 部 31の 端 面 が ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の 第 ２ 面 を 押 す 力 を 下 げ

、 締 結 荷 重 （ 圧 着 力 ） を 高 く す る こ と が で き る 。

　 締 結 す る 被 取 付 部 材 51と 取 付 部 材 52を 合 わ せ た 厚 さ を 考 慮 し 、 １ 本 の 外 周 溝 37a又 は ２

本 の 外 周 溝 37a,37bが 取 付 孔 37の 中 に 位 置 す る よ う に 、 外 周 溝 37a,37bの 軸 方 向 位 置 を 設 定

す る と 、 大 き い 締 結 荷 重 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 バ ル ブ ス リ ー ブ 30は 、 第 １ 円 筒 部 31と 第 １ テ ー パ 部 34と の 間 に 、 ス リ ー ブ 孔 36の 内 径 が

第 １ 円 筒 部 31の 内 径 よ り 大 き い 第 １ 円 筒 薄 肉 部 38が 形 成 さ れ て い る 。 拡 径 部 32dが 被 取 付

部 材 51の 取 付 孔 53の 縁 部 に 当 接 し た 部 分 を 支 点 に し て 、 拡 径 部 32dが 被 取 付 部 材 51の 取 付

孔 53の 周 辺 に 密 着 す る よ う に 変 形 し た 場 合 、 拡 径 部 32dか ら 支 点 の 反 対 側 と な る 第 １ 円 筒

薄 肉 部 38は 縮 径 す る よ う に 変 形 す る 。 第 １ 円 筒 薄 肉 部 38は 、 内 径 が 大 き く 変 形 し て も イ ン

ナ ー ナ ッ ト 40の 円 筒 部 に 強 く 当 た る こ と が 無 く 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト の 引 き 込 み を 妨 げ ず 、 締

結 荷 重 （ 圧 着 力 ） を 高 く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

（ 締 結 荷 重 試 験 ）

　 本 発 明 の 被 取 付 部 材 と 取 付 部 材 の 板 厚 に よ り 、 締 結 荷 重 が 変 化 し な い と い う 効 果 を 確 認

す る た め 、 実 験 を 行 っ た 。

　 従 来 の バ ル ブ ス リ ー ブ （ １ 本 の 外 周 溝 ） を 使 用 し た ブ ラ イ ン ド ボ ル ト に よ り 、 被 取 付 部

材 51と 取 付 部 材 52を 合 わ せ た 板 厚 t1＝ 20ｍ ｍ の 厚 板 を 締 結 し た 場 合 と 、 被 取 付 部 材 51'と

取 付 部 材 52'を 合 わ せ た 板 厚 t2＝ 15ｍ ｍ の 薄 板 を 締 結 し た 場 合 に つ い て 、 締 結 荷 重 （ 圧 着

力 ） を 測 定 し た 。

　 同 様 に 、 本 発 明 の バ ル ブ ス リ ー ブ 30（ ２ 本 の 外 周 溝 37a,37b） を 使 用 し た ブ ラ イ ン ド ボ

ル ト 1に よ り 、 t1＝ 20ｍ ｍ の 厚 板 を 締 結 し た 場 合 と 、 t2＝ 15ｍ ｍ の 薄 板 を 締 結 し た 場 合 に

つ い て 、 締 結 荷 重 （ 圧 着 力 ） を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 t1＝ 20ｍ ｍ の 厚 板 を 締 結 す る 場 合 は 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の １ 本 目 の 外 周 溝 37aは 、 被 取

付 部 材 51の 取 付 孔 53の 中 に あ り 、 ２ 本 目 の 外 周 溝 37bは 取 付 孔 53の 中 で 入 り 口 近 く に あ る

。

　 t2＝ 15ｍ ｍ の 薄 板 を 締 結 す る 場 合 は 、 バ ル ブ ス リ ー ブ 30の １ 本 目 の 外 周 溝 37aは 、 被 取

付 部 材 51'の 取 付 孔 53'の 中 で 入 口 近 く に あ り 、 ２ 本 目 の 外 周 溝 37bは 取 付 孔 53'の 入 口 の 外

に あ る 。

　 各 条 件 に つ い て 試 料 数 は n=3と し 、 表 １ に は ３ つ の 測 定 値 の 平 均 値 を 記 載 し た 。 ボ ル ト
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を 締 め る 荷 重 で あ る 導 入 軸 力 （ 導 入 荷 重 ） に は ば ら つ き が あ る の で 、 締 結 荷 重 （ 圧 着 力 ）

だ け で な く 、 締 結 荷 重 ／ 導 入 軸 力 の 値 を 比 較 し た 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 表 １ 　 バ ル ブ ス リ ー ブ の 外 周 溝 の 数 に よ る 締 結 荷 重 の 違 い

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 表 １ の 試 験 結 果 よ り 、 従 来 の １ 本 の 外 周 溝 を 有 す る バ ル ブ ス リ ー ブ を 使 用 し た 場 合 は 、

厚 板 は 十 分 な 締 結 荷 重 で 締 結 す る こ と が で き る 。 薄 板 は 、 厚 板 と 同 程 度 の 導 入 軸 力 を 加 え

て も 、 締 結 荷 重 は 低 く な る 。

　 厚 板 で は 、 バ ル ブ ス リ ー ブ の 外 周 溝 が 取 付 孔 の 入 り 口 付 近 に あ り 、 拡 径 部 は 被 取 付 部 材

51の 表 面 に 密 着 し て 形 成 さ れ る 。 薄 板 で は 、 バ ル ブ ス リ ー ブ の 外 周 溝 が 取 付 孔 53'の 外 に

出 る の で 、 バ ル ブ ス リ ー ブ は 取 付 孔 53'の 表 面 付 近 か ら 変 形 し に く く 、 拡 径 部 は 被 取 付 部

材 51'の 表 面 に 密 着 し て 形 成 さ れ な い た め と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 本 発 明 の ２ 本 の 外 周 溝 37a,37bを 有 す る バ ル ブ ス リ ー ブ 30を 使 用 し た 場 合 、 厚 板 は 十 分

な 締 結 荷 重 で 締 結 す る こ と が で き る 。

　 厚 板 を 締 結 す る 場 合 、 １ 本 目 の 外 周 溝 37aは 、 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 中 に あ り 、 ２

本 目 の 外 周 溝 37bは 、 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 中 で 入 口 付 近 に あ る 。 バ ル ブ ス リ ー ブ 30

は 、 第 ２ 円 筒 32か ら 拡 径 し 、 拡 径 部 32dは 、 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 縁 部 に 当 接 し た 後

、 取 付 孔 53周 辺 の 表 面 に 密 着 す る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 薄 板 を 締 結 す る 場 合 、 厚 板 の 場 合 と 同 程 度 の 導 入 軸 力 を 加 え る と 、 厚 板 と 同 程 度 の 締 結

荷 重 が 得 ら れ る 。

　 薄 板 を 締 結 す る 場 合 、 １ 本 目 の 外 周 溝 37aは 、 被 取 付 部 材 51'の 取 付 孔 53'の 中 の 入 口 付

近 に あ り 、 ２ 本 目 の 外 周 溝 37bは 、 取 付 孔 53'の 外 に あ る 。 第 ２ 円 筒 部 32、 外 周 溝 37b、 頂

部 37cが 拡 径 し 、 頂 部 37cが 被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53の 縁 部 に 当 接 し た 後 、 拡 径 部 32dは 、

被 取 付 部 材 51の 取 付 孔 53周 辺 の 表 面 に 密 着 す る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 即 ち 、 本 発 明 の ２ 本 の 外 周 溝 37a,37bを 有 す る バ ル ブ ス リ ー ブ 30を 使 用 し 、 厚 板 を 締 結

す る 場 合 は 、 ２ 本 の 外 周 溝 37a,37bは 取 付 孔 53の 中 に 入 り 、 薄 板 を 締 結 す る 場 合 は 、 １ 本

の 外 周 溝 37aが 取 付 孔 53の 中 に 入 る よ う に 、 外 周 溝 37a,37bの 位 置 を 設 定 す る と 、 薄 板 で も

厚 板 と 同 等 の 締 結 荷 重 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 20の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 26は 六 角 形 で 、 イ ン ナ ー

ナ ッ ト 40の ス ラ イ ド 平 面 41aは ６ 個 と し た 。 し か し 、 こ の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 ア ウ

タ ー ナ ッ ト の 内 形 と 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 の 外 形 は 、 相 互 に 係 合 さ せ る こ と が で き 、 軸 方 向

に ス ラ イ ド で き る が 、 回 転 す る こ と は で き な い 形 状 で あ れ ば よ い 。

　 例 え ば 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 を 四 角 形 と し 、 イ ン ナ ー ナ ッ ト の ス ラ イ ド

平 面 は 、 ４ 個 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 又 は 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト の ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔 に 軸 方 向 に 延 び る 複 数 の 凹 状 の 凹 部 を 形 成 し

、 イ ン ナ ー ナ ッ ト の ナ ッ ト ス ラ イ ド 部 の 外 周 面 に 凹 部 に 合 う 軸 方 向 に 延 び る 複 数 の 凸 部 を

形 成 し て も よ い 。 凸 部 を 凹 部 に 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 ア ウ タ ー ナ ッ ト に 対 し て 、 イ ン ナ
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ー ナ ッ ト が 、 回 転 せ ず に ス ラ イ ド す る こ と が で き る よ う に す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ８ １ 】

1　 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト

10　 ボ ル ト

11　 ボ ル ト 頭 部

12　 軸 部

13　 雄 ね じ

15　 ワ ッ シ ャ

16　 ワ ッ シ ャ 孔

20　 ア ウ タ ー ナ ッ ト

21　 第 １ 面

22　 第 ２ 面

23　 外 面

26　 ア ウ タ ー ナ ッ ト 孔

30　 バ ル ブ ス リ ー ブ

31　 第 １ 円 筒 部

32　 第 ２ 円 筒 部

32d　 拡 径 部

33　 第 ３ 円 筒 部

34　 第 １ テ ー パ 部

35　 第 ２ テ ー パ 部

36　 ス リ ー ブ 孔

37a,37b　 外 周 溝

37c　 頂 部

38　 第 １ 円 筒 薄 肉 部

39　 第 ３ 円 筒 薄 肉 部

40　 イ ン ナ ー ナ ッ ト

41　 ナ ッ ト ス ラ イ ド 部

41a　 ス ラ イ ド 平 面

42　 ナ ッ ト 円 筒 部

43　 雌 ね じ

44　 ナ ッ ト 頭 部

45　 ナ ッ ト 段 部

46　 イ ン ナ ー ナ ッ ト 孔

51　 被 取 付 部 材

52　 取 付 部 材

53　 取 付 孔

54　 取 付 孔
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【 図 １ 】
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【 図 ９ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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